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石
野
弥
栄
著
『
中
世
河
野
氏
権
力
の
形
成
と
展
開
』

〔
書
評
〕

須
藤
茂
樹

こ
の
度
、
石
野
弥
栄
が
、
中
世
武
士
や
戦
国
武
将
に
関
す
る
書
籍
を
精

力
的
に
刊
行
し
て
い
る
戎
光
祥
出
版
か
ら
戎
光
祥
研
究
叢
書
５
と
し
て
、

『
中
世
河
野
氏
権
力
の
形
成
と
展
開
』
を
上
梓
さ
れ
た
。
ま
ず
は
長
年
の

ご
研
究
が
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
お
慶
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。石

野
氏
は
愛
媛
県
の
ご
出
身
で
、
伊
予
河
野
氏
を
は
じ
め
、
伊
予
西
園

寺
氏
、
伊
予
宇
都
宮
氏
な
ど
伊
予
の
中
世
史
に
関
す
る
論
考
を
数
多
く
発

表
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
石
野
氏
の
多
く
の
ご
業
績
の
中
か
ら
、
河
野

氏
に
関
す
る
旧
稿
一
三
本
（
う
ち
改
稿
三
本
）
を
選
び
、
新
た
に
新
稿
四

本
、
そ
れ
に
序
章
を
加
え
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
の
進
展
や

氏
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
論
考
や
補
説
、
補
注
の
付
加
で
真
摯

に
対
応
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章　

本
署
の
研
究
視
角
と
構
成

第
１
部　

鎌
倉
～
南
北
朝
期
河
野
氏
の
動
向
と
権
力
基
盤

第
一
章　

鎌
倉
期
河
野
氏
の
動
向
と
鎌
倉
政
権
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―
河
野
氏
の
惣
庶
関
係
を
中
心
と
し
て
―

第
二
章　

伊
予
河
野
氏
と
承
久
の
乱
に
関
す
る
一
詩
論

―
河
野
氏
院
方
参
加
の
背
景
―

第
三
章　

鎌
倉
～
南
北
朝
期
河
野
氏
の
遠
隔
地
所
領
支
配

第
一
節　

鎌
倉
末
期
の
河
野
氏
と
九
州

第
二
節　

南
北
朝
期
の
河
野
氏
と
九
州

第
三
節　

鎌
倉
～
南
北
朝
期
河
野
氏
と
美
濃
国

補
論
一　

鎌
倉
初
期
の
河
野
氏
と
北
条
氏

―
い
わ
ゆ
る
元
久
二
年
閏
七
月
日
関
東
下
知
状
の
再
検
討
―

補
論
二　

南
北
朝
期
の
伊
予
守
護

第
２
部　

室
町
期
河
野
氏
の
守
護
支
配
の
展
開

第
一
章　

室
町
期
河
野
氏
の
分
裂
と
細
川
氏
・
室
町
幕
府

応
仁
の
乱
の
前
提
を
中
心
に
―

第
二
章　

河
野
氏
の
守
護
支
配
と
瀬
戸
内
の
海
上
勢
力

補
論
一　

細
川
京
兆
家
の
伊
予
国
支
配

補
論
二　

応
仁
の
乱
期
河
野
氏
の
動
向
再
論

第
３
部　

戦
国
期
河
野
氏
を
め
ぐ
る
諸
問
題

第
一
章　

戦
国
末
期
の
河
野
氏
と
室
町
幕
府

―
梅
仙
軒
霊
超
の
出
自
・
立
場
・
役
割
を
中
心
に
―

第
二
章　

戦
国
末
期
の
河
野
氏
と
南
伊
予
の
戦
乱

―
高
島
・
鳥
坂
合
戦
を
中
心
に
―

第
三
章　

戦
国
初
期
の
河
野
氏
お
よ
び
そ
の
被
官
と
禅
宗
寺
院

―
「
蔗
軒
日
禄
」
の
所
載
記
事
を
中
心
に
―

第
四
章　

伊
予
河
野
氏
と
そ
の
被
官
の
高
野
山
参
詣
に
つ
い
て

―
高
野
山
上
蔵
院
と
の
檀
縁
関
係
を
中
心
に
―

補
論
一　

戦
国
期
伊
予
武
士
の
高
野
山
信
仰
史
料
補
遺

―
「
南
行
雑
録
」
所
載
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

補
論
二　
「
河
野
文
書
」
の
伝
来
と
利
用
に
関
す
る
一
考
察

―
「
越
前
青
木
文
書
」
を
中
心
に
―

初
出
一
覧

あ
と
が
き

索
引伊

予
河
野
氏
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
中
世
を
通
じ
て
伊
予

に
お
い
て
活
動
し
た
伊
予
生
え
抜
き
の
有
力
武
士
団
で
あ
り
、
伊
予
の
中

世
史
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
伊
予
河

野
氏
の
動
向
に
つ
い
て
、
鎌
倉
―
南
北
朝
期
、
室
町
期
、
戦
国
期
の
三
期

に
分
け
て
論
考
を
配
置
し
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
序
章
で
は
、
中
世
河
野
氏
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
史
料
環
境
や
研

究
史
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
触
れ
た
後
、
研
究
の
視
角
、
本
書
の
構
成
に
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つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

河
野
氏
関
係
の
編
纂
史
書
に
よ
る
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
（
虚
像
）
を
よ
り

確
か
な
史
料
で
修
正
す
る
こ
と
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、『
愛
媛
県
史
資

料
編　

古
代
・
中
世
』
未
収
録
の
河
野
氏
関
係
史
料
の
収
集
・
検
討
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
野
氏
に
関
す
る
史
料
が
中
央
の
武
家
政
権

（
幕
府
）
と
河
野
氏
と
の
政
治
的
関
係
を
示
す
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
地

域
権
力
と
し
て
の
内
部
構
造
や
基
盤
、
支
配
状
況
な
ど
を
具
体
的
に
示
す

史
料
は
少
な
く
、
全
体
的
な
河
野
氏
の
実
像
を
究
明
す
る
の
は
困
難
と

し
、
よ
っ
て
政
治
史
的
な
視
点
か
ら
中
世
の
河
野
氏
像
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

先
ず
中
世
河
野
氏
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
の
伊
予
河
野
氏
研
究
の
動
向
を
述
べ
た
後
、
河
野
氏
権
力
の
形
成
過

程
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
河
野
氏
の
政
治
的
動
向
や
立
場
を
糾
明
す
る
こ

と
を
中
心
に
、
西
国
武
士
の
存
在
形
態
や
性
格
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し

た
い
と
研
究
の
目
的
を
明
確
に
す
る
。

第
１
部
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
河
野
氏
の
政
治

動
向
や
そ
の
基
盤
形
成
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
河
野
氏
関

係
の
文
書
や
系
図
、
記
録
類
の
検
討
か
ら
河
野
氏
総
領
家
と
庶
子
と
の
惣

庶
関
係
や
源
平
合
戦
か
ら
承
久
の
乱
に
か
け
て
の
鎌
倉
政
権
と
の
関
係
、

南
北
朝
期
の
守
護
制
度
と
の
関
連
性
、
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の

河
野
氏
の
遠
隔
地
所
領
の
形
成
と
展
開
な
ど
を
考
察
し
、
鎌
倉
・
南
北
朝

期
の
河
野
氏
の
動
向
・
立
場
・
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
ず
、
第
一
章
「
鎌
倉
期
河
野
氏
の
動
向
と
鎌
倉
政
権
―
河
野
氏
の
惣

庶
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」
で
は
、
承
久
の
乱
に
至
る
ま
で
の
時
期
、
承

久
の
乱
後
か
ら
蒙
古
襲
来
ま
で
の
時
期
、
蒙
古
襲
来
以
後
か
ら
鎌
倉
幕
府

滅
亡
ま
で
の
時
期
の
三
期
に
わ
け
て
河
野
氏
の
惣
庶
関
係
の
変
化
を
論
じ

た
。
契
機
は
内
乱
や
外
敵
の
侵
攻
と
い
っ
た
合
戦
で
あ
っ
た
と
す
る
。

東
国
後
家
人
に
比
べ
て
不
明
な
点
が
多
い
西
国
御
家
人
で
あ
る
が
、
将

軍
と
の
直
接
的
結
び
付
き
の
少
な
い
国
御
家
人
と
称
せ
ら
れ
る
西
国
御
家

人
の
一
般
的
性
格
と
異
な
る
豪
族
的
御
家
人
と
し
て
鎌
倉
政
権
と
の
結
び

付
き
が
強
い
と
い
う
性
格
を
持
つ
河
野
氏
の
動
向
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

河
野
通
直
が
西
国
御
家
人
で
あ
り
な
が
ら
幕
府
内
の
有
力
な
御
家
人
に
比

肩
す
る
ほ
ど
の
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
以
来
在
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
鎌
倉
に

居
住
す
る
こ
と
が
多
い
、
幕
府
の
諸
行
事
に
参
勤
し
て
、
幕
府
の
吏
僚
的

存
在
で
あ
る
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
第
二
章
「
伊
予
河
野
氏
と
承
久
の
乱
に
関
す
る
一
詩
論
―

河
野
氏
の
惣
庶
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」
で
は
、
源
平
合
戦
で
源
氏
方
に

つ
い
て
平
氏
滅
亡
に
貢
献
し
た
伊
予
河
野
氏
は
な
ぜ
院
方
に
付
い
た
の
か

に
つ
い
て
、
①
河
野
通
信
は
北
条
氏
と
の
縁
を
嫌
っ
て
に
わ
か
に
後
鳥
羽
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上
皇
方
に
走
っ
た
、
②
河
野
通
信
の
嫡
男
通
政
は
在
京
し
て
皇
孫
の
姫
宮

を
娶
っ
て
二
子
を
儲
け
た
な
ど
の
伝
統
的
な
見
解
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も

確
証
は
な
い
と
し
、
ま
た
山
内
譲
氏
の
河
野
氏
と
伊
予
守
護
と
の
対
立

説
、
知
行
国
主
西
園
寺
氏
と
の
対
立
説
な
ど
の
先
学
を
批
判
し
、
河
野
氏

の
対
幕
府
・
北
条
氏
の
関
係
な
ど
河
野
氏
の
置
か
れ
た
政
治
状
況
お
よ
び

河
野
氏
の
勢
力
基
盤
の
再
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
河
野
氏
院
方
参

加
の
背
景
に
つ
い
て
、
河
野
氏
の
東
国
御
家
人
志
向
、
通
信
の
北
条
時
政

女
婿
説
、
牧
の
方
事
件
と
の
関
与
な
ど
か
ら
時
政
失
脚
後
、
幕
府
政
治
を

主
導
す
る
北
条
政
子
、
義
時
ら
に
よ
る
河
野
氏
抑
圧
策
に
対
す
る
不
満
爆

発
が
院
方
参
陣
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

つ
づ
く
第
三
章
「
鎌
倉
～
南
北
朝
期
河
野
氏
の
遠
隔
地
所
領
支
配
」
で

は
、
有
力
武
士
団
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
本
領
地
で
の
実
態
究
明
だ
け
で

な
く
、
本
領
地
と
諸
国
に
散
在
す
る
遠
隔
地
所
領
と
の
関
連
性
究
明
が
必

要
と
の
立
場
か
ら
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
河
野
氏
と
九

州
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

第
一
節
で
、
鎌
倉
末
期
の
河
野
氏
と
九
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
が
、
弘
安
の
役
で
の
戦
功
に
よ
り
、
破
格
と
も
い
え
る
恩
賞
を
得
て

い
る
と
し
た
う
え
で
、
鎮
西
御
家
人
で
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
河
野

氏
が
弘
安
の
役
に
参
陣
し
た
理
由
に
つ
い
て
瀬
戸
内
海
域
に
強
力
な
水
軍

を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
蓋
し
、
卓
見
で
あ
る
。

第
二
節
で
は
、
南
北
朝
期
の
河
野
氏
と
九
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
所
領

支
配
の
推
移
、
九
州
の
諸
勢
力
と
の
政
治
的
交
渉
過
程
、
九
州
各
地
に
お

け
る
河
野
氏
一
族
の
動
向
な
ど
多
方
面
か
ら
の
検
討
に
よ
り
、
南
北
朝
期

の
検
討
を
通
じ
て
河
野
氏
総
領
自
身
が
短
期
間
の
間
に
二
度
九
州
に
渡
海

し
失
地
回
復
に
成
功
し
た
た
こ
と
、
九
州
、
特
に
神
崎
荘
は
本
拠
地
伊
予

に
次
ぐ
第
二
の
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
従
来
指

摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
伊
予
河
野
氏
が
足
利
尊
氏
の
九
州
下
向
に
同
行
し

た
こ
と
は
、
九
州
所
領
の
確
保
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
も

興
味
深
い
。

第
三
節
で
は
「
諸
家
系
図
纂
」
所
収
の
河
野
系
図
の
検
討
な
ど
か
ら
、

鎌
倉
か
ら
南
北
朝
期
ま
で
の
河
野
氏
と
美
濃
国
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ

れ
た
。
本
節
に
お
い
て
濃
尾
国
境
域
の
河
野
氏
末
裔
と
さ
れ
る
稲
葉
・

林
・
一
柳
氏
、
河
野
十
八
門
徒
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

補
論
一
で
は
偽
文
書
で
あ
る
「
元
久
下
知
状
」
の
詳
細
な
検
討
か
ら
河

野
氏
と
北
条
氏
の
関
係
を
、
補
論
二
で
は
河
野
氏
世
襲
分
国
制
確
立
以
前

の
南
北
朝
期
の
伊
予
国
守
護
の
移
動
と
室
町
幕
府
の
支
配
の
一
端
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
河
野
通
盛
、
岩
松
頼
有
、
細
川
頼
有
、
細
川
頼
春
、
通
盛

復
職
、
細
川
頼
之
、
通
盛
、
頼
之
と
目
ま
ぐ
る
し
い
守
護
職
の
変
遷
を
観

応
の
擾
乱
な
ど
の
政
治
動
向
の
な
か
に
綿
密
な
検
討
か
ら
位
置
づ
け
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
細
川
氏
と
河
野
氏
の
激
し
い
抗
争
を
経
て
康
暦
の
政
変
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の
勃
発
に
よ
り
、
河
野
通
直
が
足
利
義
満
か
ら
伊
予
守
護
に
補
任
さ
れ
、

こ
こ
に
伊
予
国
は
河
野
氏
が
代
々
守
護
職
を
家
督
と
し
て
相
伝
す
る
世
襲

分
国
と
な
る
と
さ
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
室
町
期
伊
予
国
守
護
河
野
氏
の
支
配
の
展
開
を
室
町
幕

府
権
力
と
の
政
治
的
関
係
、
瀬
戸
内
海
の
海
上
勢
力
と
の
関
係
か
ら
論
じ

ら
れ
た
。

応
仁
の
乱
の
前
提
、
応
仁
の
乱
、
応
仁
の
乱
後
に
お
け
る
河
野
氏
の
分

裂
と
伊
予
の
在
地
勢
力
と
の
関
係
、
中
央
の
幕
府
権
力
と
の
関
係
を
検
討

し
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
将
軍
権
力
と
地
域
権
力
（
守
護
）
と
の
相
互
補

完
関
係
に
よ
っ
て
中
世
後
期
の
中
世
国
家
は
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
通

説
に
対
し
て
将
軍
権
力
と
地
域
権
力
の
分
裂
と
い
う
視
点
を
示
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
一
章
の
「
室
町
期
河
野
氏
の
分
裂
と
細
川
氏
・
室
町
幕
府
―

応
仁
の
乱
の
前
提
を
中
心
に
―
」
で
は
、
応
仁
の
乱
以
前
の
室
町
前
期
の

世
襲
守
護
河
野
氏
の
動
向
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。
河
野
通
久
と
同
通

元
と
の
対
立
、
河
野
教
通
と
同
通
春
の
抗
争
な
ど
河
野
氏
の
分
裂
、
細
川

勝
元
の
伊
予
守
護
補
任
、
大
内
氏
の
関
与
、
応
仁
の
乱
に
お
け
る
河
野
氏

の
動
向
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
細
川
氏
と
河
野
氏
の
間
で
伊
予
の
覇

権
を
め
ぐ
っ
て
二
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
抗
争
を
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お

り
、
細
川
勝
元
は
「
四
国
管
領
」
た
る
細
川
頼
之
を
意
識
し
て
い
た
、
勝

元
は
伊
予
を
統
治
下
に
組
み
入
れ
て
四
国
全
域
統
治
を
目
指
す
と
い
う
潜

在
的
な
野
望
が
あ
っ
た
と
の
推
測
は
興
味
深
い
。
河
野
氏
の
内
紛
に
乗
じ

て
両
河
野
氏
の
抗
争
を
よ
り
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
四
国
に
お
け
る

唯
一
の
反
細
川
勢
力
の
削
減
を
企
図
し
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
伊
予

で
の
細
川
氏
と
大
内
氏
抗
争
は
応
仁
の
乱
の
前
哨
戦
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
と
す
る
。
応
仁
の
乱
に
お
い
て
は
、
通
春
は
東
軍
、
教
通
は
西
軍
と

し
て
戦
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
第
二
章
の
「
河
野
氏
の
守
護
支
配
と
瀬
戸
内
の
海
上
勢

力
」
で
は
、
ま
ず
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
河
野
氏
と
海
上
勢
力
に
つ
い
て
、

蒙
古
襲
来
時
の
河
野
氏
参
戦
、
浅
海
氏
や
今
岡
氏
と
い
っ
た
河
野
氏
氏
族

の
内
海
島
嶼
部
へ
の
進
出
に
触
れ
る
。
つ
い
で
、
室
町
期
に
お
け
る
河
野

氏
の
守
護
支
配
と
海
賊
衆
に
つ
い
て
、
既
得
権
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
村

上
氏
を
中
心
に
芸
予
諸
島
の
群
小
海
上
勢
力
が
結
集
し
「
能
島
衆
」
を
形

成
し
た
、
頻
出
す
る
「
関
立
」
は
警
固
番
所
と
い
っ
た
施
設
で
は
な
く
海

賊
衆
の
呼
称
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
村
上
氏
と
は
別
の
河
野
氏
は
以
下

の
海
賊
衆
（
海
上
勢
力
）
が
芸
予
諸
島
に
存
在
し
た
、「
関
立
」（
関
方
）

は
今
岡
氏
の
こ
と
で
あ
る
、
室
町
期
に
は
村
上
氏
や
今
岡
氏
以
外
に
も
多

く
の
海
上
勢
力
が
群
立
し
て
い
た
、
戦
国
期
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
村
上

一
門
に
集
約
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
ら
を
河
野
氏
が
掌
握
し
て
い
く
と
さ
れ

た
。
ま
た
「
海
賊
衆
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
衆
的
結
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合
の
時
期
を
南
北
朝
期
と
し
た
。

補
論
一
「
細
川
京
兆
家
の
伊
予
国
支
配
」
で
は
、
足
利
氏
一
門
の
斯

波
・
畠
山
両
氏
と
と
も
に
幕
府
の
管
領
と
し
て
幕
政
上
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
細
川
氏
は
多
く
の
守
護
大
名
が
内
紛
を
起
こ
し
て
凋
落
し
て
い
く

な
か
、
分
裂
せ
ず
勢
力
を
温
存
し
、
応
仁
の
乱
後
、
細
川
政
元
は
明
応
の

政
変
を
経
て
幕
政
の
主
導
権
を
握
っ
た
位
置
を
占
め
た
。
そ
の
細
川
家
は

細
川
氏
の
世
襲
分
国
で
は
な
い
伊
予
の
伝
統
的
豪
族
河
野
氏
の
世
襲
分
国

で
あ
る
伊
予
を
分
国
の
列
に
加
え
て
い
る
時
期
が
あ
り
、
細
川
氏
の
守
護

支
配
・
勢
力
基
盤
の
全
貌
を
解
明
す
る
た
め
に
細
川
氏
の
伊
予
支
配
の
実

態
と
性
格
を
検
討
し
て
い
る
。

南
北
朝
期
の
「
四
国
管
領
」
細
川
氏
と
河
野
氏
、
西
園
寺
氏
と
の
抗

争
、
国
衙
所
在
地
の
府
中
の
掌
握
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
変
と
の
関
わ
り

な
ど
伊
予
に
お
け
る
複
雑
な
動
向
を
整
理
し
て
い
る
。
伊
予
が
幕
府
に
認

め
ら
れ
河
野
氏
世
襲
分
国
制
が
確
立
し
た
後
も
東
予
の
宇
摩
・
新
居
二
郡

の
割
譲
を
受
け
た
細
川
氏
の
介
入
は
続
い
て
い
る
。
細
川
氏
の
伊
予
へ
の

領
土
的
野
心
に
河
野
氏
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
伊

予
に
お
け
る
細
川
氏
の
勢
力
基
盤
と
な
っ
た
細
川
氏
に
被
官
化
さ
れ
た
伊

予
の
在
地
背
力
の
実
態
を
検
討
さ
れ
た
。
両
属
的
な
存
在
も
あ
っ
た
。

本
書
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
細
川
氏
の
守
護
支
配
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
伊
予
支
配
を
考
え
る
と
い
う
よ
り
は
河
野
氏
権
力
の
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
細
川
氏
の
伊
予
国
と
の
関
係
を
考
え
る
と
し
た
ほ

う
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

補
論
二
「
応
仁
の
乱
期
河
野
氏
の
動
向
再
論
」
で
は
、
応
仁
の
乱
前
期

の
河
野
通
春
、
教
通
を
中
心
に
河
野
氏
の
動
向
を
論
じ
た
後
、
東
顎
書
状

写
の
検
討
か
ら
応
仁
の
乱
後
期
の
河
野
通
直
を
は
じ
め
と
す
る
東
軍
の
動

向
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。

第
３
部
で
は
、
戦
国
期
河
野
氏
の
動
向
に
つ
い
て
合
戦
の
実
態
、
戦
国

末
期
に
お
け
る
河
野
氏
の
政
治
的
立
場
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

た
。河

野
氏
は
小
規
模
な
一
族
間
の
内
戦
は
あ
っ
た
が
、
大
規
模
な
合
戦
を

行
っ
て
い
な
い
。
河
野
氏
の
実
質
的
支
配
領
域
外
の
南
予
地
域
（
宇
和

郡
・
喜
多
郡
）
で
行
わ
れ
た
鳥
坂
・
高
島
合
戦
が
唯
一
の
大
規
模
合
戦
と

い
え
た
。
河
野
氏
は
な
ぜ
対
外
戦
争
と
も
い
え
る
こ
の
大
規
模
合
戦
に
参

加
し
た
の
か
、
そ
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
再
検
討
し
て
い
る
。

戦
国
末
期
の
河
野
氏
の
政
治
的
立
場
、
動
向
に
つ
い
て
衰
退
す
る
幕
府
権

力
に
か
わ
っ
て
大
内
氏
、
大
友
氏
、
毛
利
氏
と
い
っ
た
近
隣
有
力
大
名
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
が
、
幕
府
と
の
関
係
も
継
続
す
る
こ
と
、
な
ど
戦

国
期
の
河
野
氏
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
、
第
一
章
「
戦
国
末
期
の
河
野
氏
と
室
町
幕
府
」
―
梅
仙
軒
霊
超
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の
出
自
・
立
場
・
役
割
を
中
心
に
―
」
で
は
、
梅
仙
軒
霊
超
関
係
文
書
の

詳
細
な
検
討
な
ど
か
ら
、
室
町
幕
府
側
近
の
梅
仙
軒
霊
超
の
出
自
や
将
軍

側
近
と
し
て
の
立
場
や
役
割
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
つ
い
で
戦
国
末
期

の
河
野
氏
の
政
治
的
立
場
や
性
格
に
つ
い
て
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
霊

超
は
公
家
衆
の
徳
大
寺
家
の
出
身
で
細
川
氏
の
開
基
に
な
る
南
禅
寺
塔
頭

岩
栖
院
の
院
主
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
室
町
将
軍
の
側
近
と
し
て
の
活

躍
が
知
ら
れ
て
岩
栖
院
主
と
し
て
の
認
識
が
希
薄
に
な
り
忘
れ
ら
れ
た
と

さ
れ
た
。
つ
い
で
、
将
軍
側
近
と
し
て
登
場
す
る
背
景
を
述
べ
、
さ
ら
に

政
治
的
役
割
に
つ
い
て
義
晴
・
義
輝
・
義
昭
時
代
の
活
動
と
役
割
な
ど
に

言
及
し
、
そ
の
外
交
的
役
割
を
述
べ
た
。
と
り
わ
け
幕
府
と
河
野
氏
を
仲

介
す
る
役
割
を
長
期
間
に
わ
た
り
担
当
し
た
の
で
あ
り
、
河
野
氏
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
第
二
章
「
戦
国
末
期
の
河
野
氏
と
南
伊
予
の
戦
乱
―
高

島
・
鳥
坂
合
戦
を
中
心
に
―
」
で
は
、
確
実
な
史
料
か
ら
河
野
氏
の
合
戦

関
与
が
わ
か
る
事
象
は
少
な
い
と
し
、
南
伊
予
の
宇
和
郡
に
お
け
る
永
禄

年
間
の
諸
合
戦
（「
永
禄
合
戦
」
と
総
称
）
に
つ
い
て
高
島
・
鳥
坂
合
戦

を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
特
に
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
の
）
鳥

坂
合
戦
は
中
予
の
河
野
氏
と
土
佐
一
条
氏
、
伊
予
西
園
寺
氏
、
喜
多
郡
の

宇
都
宮
氏
、
さ
ら
に
は
安
芸
国
の
毛
利
氏
が
加
わ
っ
て
お
り
、「
永
禄
合

戦
」
は
河
野
氏
に
と
っ
て
は
大
規
模
な
数
少
な
い
対
外
戦
争
で
あ
っ
た
さ

れ
た
。「
永
禄
合
戦
」
に
関
す
る
近
世
の
軍
記
や
史
書
、
地
誌
に
検
討
を

加
え
、
つ
い
ふ
ぇ
近
代
以
降
の
研
究
の
歩
み
を
た
ど
り
、
河
野
氏
の
動
向

と
立
場
、「
永
禄
合
戦
」
の
特
質
や
意
義
に
言
及
さ
れ
た
。
一
連
の
合
戦

発
生
の
前
提
は
宇
和
郡
・
喜
多
郡
の
国
郡
境
目
の
領
主
間
の
紛
争
激
化
が

あ
り
、
そ
れ
に
河
野
氏
と
宇
都
宮
氏
、
西
園
寺
氏
と
宇
都
宮
氏
、
西
園
寺

氏
と
一
条
氏
の
領
土
紛
争
を
め
ぐ
る
抗
争
が
結
び
つ
い
て
大
規
模
化
さ
れ

る
。
喜
多
郡
及
び
宇
和
郡
は
伊
予
河
野
氏
と
土
佐
一
条
氏
に
と
っ
て
は
中

間
地
帯
（
緩
衝
地
帯
）
と
し
て
の
性
格
を
有
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
河
野

氏
の
積
極
的
合
戦
関
与
に
は
一
国
守
護
と
し
て
の
意
識
が
強
く
存
在
し
て

い
た
か
ら
だ
と
さ
れ
た
。

第
三
章
「
戦
国
初
期
の
河
野
氏
お
よ
び
そ
の
被
官
と
禅
宗
寺
院
―
「
蔗

軒
日
禄
」
の
所
載
記
事
を
中
心
に
―
」
で
は
、
戦
国
期
初
期
の
河
野
氏
と

東
福
寺
系
禅
宗
寺
院
と
の
関
係
を
、
東
福
寺
僧
南
山
士
雲
と
そ
の
法
脈
、

季
弘
大
叔
の
日
記
『
蔗
軒
日
録
』
の
検
討
に
よ
る
東
福
寺
系
禅
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
展
開
、
応
仁
の
乱
の
際
に
河
野
氏
が
設
置
し
た
在
京
雑
掌
僧
を

対
幕
府
・
細
川
氏
と
の
交
渉
窓
口
と
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
河
野
氏
と
そ
の
被
官
の
禅
宗
受
容
の
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
四
章
「
伊
予
河
野
氏
と
そ
の
被
官
の
高
野
山
参
詣
に
つ
い
て
―
高
野

山
上
蔵
院
と
の
檀
縁
関
係
を
中
心
に
―
」
は
、
高
野
山
上
蔵
院
の
史
料
か

ら
河
野
氏
と
そ
の
被
官
の
高
野
山
参
詣
の
実
態
や
政
治
・
経
済
的
な
背
景
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を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
予
地
域
の
河
野
氏
被
官
に
は
河
野
氏
の
支

流
が
多
く
、
譜
代
の
被
官
と
し
て
守
護
代
や
支
城
主
、
各
種
奉
行
を
務
め

る
家
柄
で
あ
る
こ
と
、
河
野
氏
と
関
係
の
あ
る
来
島
村
上
氏
系
は
「
上
蔵

院
文
書
」
に
見
え
る
が
能
島
・
因
島
流
村
上
氏
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
、

河
野
氏
支
配
権
外
の
南
予
（
宇
和
郡
・
喜
多
郡
）
の
戦
国
期
領
主
も
ま
た

河
野
氏
と
関
係
を
結
ぶ
に
及
ん
で
上
蔵
院
と
の
関
係
が
生
じ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

補
論
一
「
戦
国
期
伊
予
武
士
の
高
野
山
信
仰
史
料
補
遺
―「
南
行
雑
録
」

所
載
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、「
南
行
雑
録
」
所
載
の
上
蔵
院
関
係
史

料
・
記
事
に
つ
い
て
紹
介
、
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
補
論
二

「「
河
野
文
書
」
の
伝
来
と
利
用
に
関
す
る
一
考
察
―
「
越
前
青
木
文
書
」

を
中
心
に
―
」
は
、
河
野
家
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
河
野
氏
に
関
す
る
史
料
、
い
わ
ゆ
る
「
河
野
文
書
」
の
伝
存
状

況
や
伝
来
過
程
に
つ
い
て
も
論
究
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
河
野
氏
の

総
領
家
が
中
世
末
、
戦
国
期
に
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
、
豊
臣
政

権
下
や
近
世
の
幕
藩
体
制
下
で
河
野
氏
一
族
の
末
裔
が
諸
国
の
諸
大
名
に

仕
官
す
る
家
臣
と
し
て
生
き
延
び
た
こ
と
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
近

世
移
行
期
、
さ
ら
に
は
近
世
を
通
じ
て
「
河
野
文
書
」
が
各
地
に
伝
来

し
、
書
写
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
そ
し
て
現
在
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天

正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
豊
臣
秀
吉
の
四
国
平
定
を
経
て
惣
領
家
当
主
河

野
通
直
が
伊
予
の
支
配
権
を
明
け
渡
し
て
安
芸
国
竹
原
へ
赴
き
、
そ
の
地

で
死
去
し
た
が
、
そ
の
後
裔
た
ち
が
毛
利
家
や
浅
野
家
な
ど
の
近
世
大
名

の
家
に
仕
え
て
河
野
家
の
名
跡
を
残
し
た
。
し
か
し
、
惣
領
家
に
伝
え
ら

れ
た
「
河
野
文
書
」
は
実
物
と
伝
存
す
る
も
の
は
少
な
く
、
河
野
氏
関
係

の
編
纂
物
に
引
用
さ
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。「
越
前

青
木
家
文
書
」（
仮
称
）
に
含
ま
れ
て
い
る
「
河
野
文
書
」
の
入
手
と
伝

来
ル
ー
ト
、
宛
所
を
自
家
に
す
り
替
え
て
利
用
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た

高
論
で
あ
る
。

最
後
に
付
さ
れ
た
索
引
は
、
件
名
、
地
名
、
人
名
、
寺
社
名
、
史
料
名

と
詳
細
で
、
愛
媛
県
外
の
読
者
に
は
有
益
で
あ
る
。

最
後
に
少
し
課
題
と
い
う
か
、
石
野
氏
へ
の
お
願
い
事
を
記
し
て
、
稿

を
閉
じ
た
い
。

石
野
氏
自
身
も
随
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
史
料
の
制
約
が
あ

る
た
め
致
し
方
な
い
面
が
あ
る
が
、
推
測
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

が
多
く
あ
る
。
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
後
新
た
な
史
料
な
ど
が
発

見
さ
れ
た
り
し
て
、
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
河
野
氏
の
存
在
形
態
、
政
治
動
向
、
政
治
的
立
場
な
ど
の

究
明
の
足
が
か
り
に
な
る
基
本
的
論
文
集
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

著
者
自
身
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
河
野
氏
の
居
住
、
移
住
な
ど
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で
他
国
へ
進
出
し
た
河
野
氏
一
族
の
研
究
に
関
す
る
論
考
が
未
収
録
で
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
是
非
見
解
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
註
に
も
一
部
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
細
川
氏
、
伊
予
西
園

寺
氏
、
伊
予
宇
都
宮
氏
、
土
佐
一
条
氏
な
ど
の
周
辺
諸
勢
力
の
論
考
も
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
是
非
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

紹
介
者
は
、
河
野
氏
を
は
じ
め
伊
予
中
世
史
を
専
門
と
し
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
四
国
中
世
史
を
と
も
に
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
書
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で

深
く
中
世
伊
予
河
野
氏
の
動
向
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
浅
学
の
た
め
誤
解
や
間
違
っ
た
紹
介
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
お
り
、
著
者
並
び
に
読
者
の
ご
寛
恕
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。
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